
210 ⼆本松市 地域魅⼒向上・発信事業計画 令和3年度
令和3年10⽉22⽇時点 

（単位：千円）
備考

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 その他（注5）
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合   計 (0) (0) (0) (0) (0) (0)

536 0 0 0 0 536
＜536＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜0＞ ＜536＞

（注１）「事業番号」は、「（交付要綱別添１の番号）-（同⼀事業計画中の同種の事業の通し番号）」となるよう記載する。
（注２）「事業名」は実施する事業の内容がわかるように任意の名称を記載する。
（注３）「各年度の交付対象事業費」は、上段（ ）書きは前回までに配分された額を記載し、中段には今回申請する額を記載する。なお、下段〈 〉書き及び総交付対象事業費については、⾃動計算される。
（注４）「全体事業期間」は、令和３年度以降に実施することが⾒込まれる事業については、令和３年度以降も含めて記載する。
（注５）事業間流⽤を⾏った場合には、「備考」の「その他」に事業間流⽤を⾏った旨、その時期及び額を記載する。なお事業間流⽤を⾏う場合には、流⽤する（流⽤される）事業名も合わせて記載する。
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（様式１−３）

No.
事業番号
（注１）

事業名
（注２）

事業
実施
主体

各年度の交付対象事業費（注３）
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